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参
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発行所 もとゆき会 
 

〒103-0007 
東京都中央区日本橋浜町 

2-35-7 島鶴ビル 601号 
電話 03-3６60-4302 

  

先
日
、
広
島
に
帰
郷
の
際
、
呉
市
と
江
田
島
を
回
っ
て
き
た
。
広
島
市
か
ら
、
南
東
に

２
０
㎞
の
呉
市
で
は
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
ね
、
大
和
や
長
門
な
ど
世
界
に
誇
る
戦

艦
の
盛
衰
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
の
小
島
、
江
田
島
で
は
旧
海
軍
兵
学
校
の
在

り
し
日
の
姿
を
眼
前
に
し
た
。
国
家
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
命
も
厭
わ
ず
人
生
を
駆

け
抜
け
て
い
っ
た
若
人
た
ち
。
父
母
、
兄
弟
と
の
訣
別
を
綴
っ
た
遺
書
を
前
に
、
半
世

紀
以
上
の
時
空
を
超
え
哀
切
の
情
が
込
み
上
げ
た
。 

今
、
日
本
は
平
和
で
あ
る
。
そ
れ
に
ボ
ケ
が
つ
く
。
週
刊
誌
ま
が
い
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

探
し
に
躍
起
の
野
党
に
は
、
侃
々
諤
々
の
政
治
論
戦
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
社
会
も
経

済
も
ま
た
民
心
も
、
行
く
べ
き
先
が
見
え
ず
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
様
相
で
あ
る
。 

海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
互
恵
離
脱
、
自
国
主
義
、
覇
権
主
義
な
ど
利
己
主
義
思
想
が

闊
歩
し
て
い
る
。
い
ま
こ
そ
、
身
は
小
さ
く
と
も
気
宇
壮
大
、
わ
が
日
本
の
出
番
で
あ

り
、
そ
の
発
露
の
中
心
は
平
和
希
求
だ
ろ
う
。
天
災
は
防
げ
な
い
が
、
紛
争
、
戦
争
は

抑
止
可
能
だ
。
敗
戦
と
被
爆
、
双
方
の
痛
み
や
悲
し
み
を
背
負
っ
た
日
本
こ
そ
、
真
の

平
和
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
を
語
り
広
め
て
い
く
使
命
と
責
任
を
負
っ
て
い
る
。 

先
日
読
ん
だ
本
に
よ
る
と
、
広
島
大
学
は
近
い
将
来
に
世
界
ラ
ン
ク
１
０
０
番
以
内

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
目
玉
の
一
つ
が
必
修
科
目
「
平
和
学
講
座
」。
狙
い
は
、
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
、
平
和
の
意
義
を
問
い
か
け
、
そ
の
浸
透
を
図
る
研
究
の
進
展
と
人

材
育
成
だ
。 

３
年
前
の
原
爆
記
念
日
に
は
、
オ
バ
マ
前
米
大
統
領
も
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
献

花
と
核
廃
絶
宣
言
を
行
っ
た
。
こ
の
オ
バ
マ
氏
招
致
を
導
い
た
の
が
、
時
の
外
務
大
臣

で
広
島
を
選
挙
基
盤
の
岸
田
文
雄
衆
院
議
員
。
そ
の
岸
田
派
に
属
し
て
い
る
の
が
我
が

藤
井
基
之
先
生
。
藤
井
先
生
も
以
前
参
議
院
沖
縄
・
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
長

と
し
て
、
日
本
の
領
土
問
題
な
ど
の
平
和
的
解
決
を
探
っ
て
来
ら
れ
た
。(

先
生
は
お
聞

き
す
る
こ
と
に
よ
る
と
、
幼
少
期
は
広
島
で
お
方
過
ご
し
に
な
っ
た
由) 

私
は
広
島
オ
タ
ク
で
は
な
い
し
政
治
通
で
も
な
い
が
、
や
は
り
広
島
は
世
界
の
平
和

希
求
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
広
島
か
ら
、
日
本
全
国
そ
し
て
世
界
へ
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ー
チ
の
リ
レ
ー
行
脚
に
合
わ
せ
、
世
界
を
平
和

カ
ラ
ー
に
染
め
抜
き
た
い
。 

と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
も
と
ゆ
き
会
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
今
夏
の
参
院
選
に
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
支
援
を
得
て
本
田
あ
き

こ
氏
が
自
民
党
の
全
国
比
例
区
か
ら
出
馬
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

(

今
回
の
参
院
選
は
、
藤
井
先
生
に
は
い
わ
ゆ
る
裏
の
選
挙
で
す) 

藤
井
先
生
か
ら
は
、
同
志
と
し
て
国
政
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
こ

ん
な
心
強
い
こ
と
は
な
い
、
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
方
の
お
手
許
に
本
田
氏
支
援
依
頼
の
書
状
が
会
事
務
局
よ
り
届
く

や
に
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

広
島
か
ら
平
和
を 

も
と
ゆ
き
会
会
長 

中
通
慎
二 

桜
前
線
が
北
上
を
は
じ
め
、
よ
う
や
く
寒
さ
か
ら
徐
々
に
解
放

さ
れ
、
待
望
の
春
が
日
本
列
島
を
覆
い
始
め
ま
し
た
。
多
く
の
花
々

が
咲
き
だ
す
と
同
時
に
若
い
人
々
も
巣
立
つ
季
節
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

国
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
一
年
度
の
予
算
案
も
予
定

通
り
参
議
院
を
通
過
し
、
新
年
度
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
予
算
総
額

と
し
て
は
、
１
０
０
兆
円
を
超
す
過
去
最
高
の
１
０
１
兆
４
５
７
１
億

円
の
大
型
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
社
会
保
障
費
は
３
４
兆

５
９
３
億
円
と
過
去
最
高
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
予
算
関
連
法
案
以
外
の
動
き
と
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
関

連
の
国
会
提
出
法
案
と
し
て
、
薬
機
法
改
正
法
案
等
５
法
案
が
閣

議
決
定
さ
れ
審
議
に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
期
成
立
を

目
指
し
ま
す
。 

こ
の
う
ち
薬
機
法
改
正
法
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
れ
た
医
薬

品
、
医
療
機
器
等
を
よ
り
安
全
・迅
速
・効
率
的
に
提
供
す
る
た
め

の
制
度
の
見
直
し
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
先
駆
的
医

薬
品
等
及
び
特
定
用
途
医
薬
品
等
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
審
査
を

行
う
対
象
と
す
る
こ
と
や
、
医
療
用
医
薬
品
・医
療
機
器
の
添
付
文

書
の
同
梱
を
止
め
、
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
提
供
の
原
則
化
や
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
直
接
容
器
や
包
装
等
へ
の
バ
ー
コ

ー
ド
の
表
示
義
務
化
な
ど
が
法
制
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

更
に
こ
れ
か
ら
、
天
皇
陛
下
の
退
位
、
皇
太
子
殿
下
の
新
天
皇
の

即
位
と
新
元
号
へ
の
移
行
が
行
わ
れ
、
新
し
い
時
代
へ
進
ん
で
ゆ
く

時
期
と
な
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
新
し
く
な
る
一
つ
の
節

目
の
年
と
い
え
ま
す
。 

ま
た
今
年
は
、
選
挙
の
年
に
当
た
り
ま
ず
は
、
統
一
地
方
選
が
各

地
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
今
夏
に
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
は
、日
本
薬
剤
師
連
盟
副

会
長
の
本
田
あ
き
こ
氏
が
自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
全
国
比
例
区

か
ら
立
候
補
を
予
定
し
て
お
り
、
薬
剤
師
議
員
が
一
人
で
も
増
え

る
こ
と
は
大
変
心
強
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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平成 30年１2月 7日（金） 
10時 05分より 13時 15分まで本会議。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 30年１2月 8日（土）～１１日（火） 

ＣＯＰ２４議員団会議のためポーランド･
クラクフへ海外出張。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 3１年１月 28日（月） 

第１９８回通常国会が召集されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 3１年２月 10日（日） 

都内のホテルで、自由民主党大会が開かれ
ました。 
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藤井もとゆき国会日記 その１ 

会期末を目前に控えた参議院本会議は、今回も不規
則です。横山法務委員会委員長の解任動議が提出さ
れ、否決されました。続いて堂故農林水産委員会委
員長の解任動議が出され、採決の結果否決され、そ
の後休憩に入りました。１９時３０分より再開さ
れ、山下法務大臣に対する問責決議案が上程され、
採決の結果否決されました。また２２時１０分より
安倍内閣総理大臣に対する問責決議案が上程され、
採決の結果、否決されました。もうすぐ翌日８日に
入ります。再開は１時頃に、終了は明け方になりそ
うです。 私は午前のフライトで久しぶりに海外出
張です。ＣＯＰ２４議員団会議のためポーランド･
クラクフに向かいます。 

１２月 7日は想定通り徹夜国会となり、審議終了は
明け方 4時過ぎとなりました。急遽宿舎に帰りバッ
ゲッジングをし、8時前、迎えの車に乗り込み羽田
へ。9時 45分発の BA便でロンドン経由、クラク
フ（ポーランド）へ向かいました。気象変動枠組条
約第 24回締結国会議（COP24）の議員会議出席
のための海外出張です。 

通常国会がスタートしました。会期は６月２６日ま
での１５０日間です。 

１０時より本会議が開かれ特別委員会の設置につ
いての承認が行われました。 

１３時より天皇陛下をお迎えし、開会式が行われま
した。平成最後の開会式となりました。 

１５時４０分より決算委員会が開催され平成２９
年度決算関連の説明が麻生財務大臣よりありその
後、会計検査院による検査報告がありました。 

１５時５０分より再開され、安倍総理大臣による施
政方針演説、河野外務大臣による外交に関する演
説、麻生財務大臣による財政に関する演説、茂木国
務大臣による経済に関する演説がそれぞれ行われ
ました。 

全国から 3500人以上の党員・党友が集まり、自民
党大会が開かれました。 
起草委員会メンバーをつとめた 2019 年運動方針
「平成のその先へ 新たな時代を切り拓く」が採択
されました。 
今年は選挙イヤー、夏の参議院選候補者の壇上での
紹介もありました。 
薬剤師会等の推薦する新人・本田あきこさんも元気
に登壇です。 
今大会のゲストスピーカーはサプライズ、谷垣元総
裁でした。車いすで登壇し、お元気そうなお顔、張
りのあるお声。懐かしさとうれしさで一杯です。 

議員会議風景 

アウシュビッツ視察 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 3１年２月 20日（水） 
１３時より参議院政策審議会メンバーによ
る東京入国管理局の視察に伺いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 3１年２月 2４日（日） 

天皇陛下御在位３０年記念式典に参加。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 3１年３月１３日（水） 
１０時より本会議。 
１２時より参議院自民党政策審議会に出席。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 3１年３月１８日（月） 

科学技術・イノベーション戦略調査会の視察
で茨城県にある原子力関連の研究・事業施設
を訪問しました。 
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藤井もとゆき国会日記 その２ 

参議院政策審議会活動の一環として、東京都港区に
ある東京入国管理局を視察しました。 

視察目的は、出入国管理の最前線を知ることだとい
うことで、視察の背景としては、昨年の我が国への
外国人旅行者数が過去最高を記録したこと、本年は
ラグビーワールドカップが開催予定で、来年は東京
オリンピック・パラリンピックが開催されること、
また、前国会で出入国管理及び難民認定法が成立
し、特定分野で一定の専門性や技能を有し、即戦力
となる外国人労働者の受け入れが可能となったこ
とが挙げられるということです。訪日外国人の増加
が見込まれる中、これまで以上に重要となる出入国
管理の実態を視察しました。 

科学技術・イノベーション戦略調査会の視察で茨城県
を訪問。 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構高温ガ
ス炉研究開発センターにある高温工学試験研究炉(Ｈ
ＴＴＲ)、 
東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料
科学国際研究センターにある材料試験炉（ＪＭＴＲ）、
（株）千代田テクノルのガラスバッジ（線量計）製造設
備などの視察を行いました。 

松山から午前のフライトで帰京し、議員会館へ立ち寄
り、議員会館から会場の国立劇場まではバスで移動
となりました。 
１３時には着席、式典は予定通り１４時に始まりました。
式典のクライマックス、１２８３文字よりなる天皇陛下の
お言葉は胸を打つものでした。 
そして、時折感情の高ぶりをも感じさせる語りぶり、
また初めての経験ですが、皇后様のアシストも拝見す
ることが出来、日本国民の一人とし、強い感動を覚え
ました。 

１２時より参議院自民党政策審議会においてヒアリン
グの対象となった日本薬剤師会の紹介議員として冒
頭挨拶を行いました。 
日本薬剤師会からは「薬剤師を取り巻く環境と主な
課題」と題して説明が行われ、薬局のみでなく、病院
薬剤師、製薬企業、医薬品卸業の課題などを含め、幅
広く薬剤師の活動について、参加の国会議員の理解
を深めることが出来たと考えております。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 -4- 

藤井基之国会事務所 
 
〒100-8962  
東京都千代田区永田町 2-1-1 
   参議院議員会館 1218号室 

 ０３－６５５０－１２１８ 
Fax ０３－３５９７－９３９３ 

藤井基之浜町事務所 
 
〒103-0007  
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7 
         島鶴ビル 601 号 

 ０３－３６６０－４３０２ 
Fax ０３－３６６０－４３２８ 
 

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手
連」とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事
務所にお問い合わせください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 
http: //www.fujii.tv/ 

２０１７年３月の日本薬剤師連盟の臨時評
議員会において、次期参議院議員選挙にお
ける全国比例区の組織内候補者として決定
していただいた「本田あきこ」と申します。
藤井先生には、「早く仲間になってほしい」
といつも応援していただいています。 
私は、１９７１年９月に熊本に生れ、熊本で育

ちました。大学は、東京の星薬科大学を卒
業し、薬剤師として医薬品卸会社、製薬会
社、薬局に勤務し、２０１６年に熊本県薬剤師
会の職員となりました。その際に、熊本地震
を経験し、薬剤師会の災害対策本部で活動
を行いました。 
２０１７年３月以降、全国の訪問活動を行

い、本年３月末で二巡し、薬局、卸会社、製薬
会社等の訪問や各地での集会にお邪魔さ
せていただきました。 
座右の銘は「直往邁進」、思い立ったらや

り遂げるという性格です。趣味は、街の散
策、美術鑑賞です。政治信条は、「高齢者に
も、若人にも優しい社会を次世代につなぐ
国創り」です。 
もとゆき会の皆様方には、藤井先生と同

様のご支援をいただければ幸いです。 
 
 

  

人類(ホモサピエンス)の叡智と 

自然科学の発展 

私は、略半世紀前に大学の研究室にて、生化学の一端に触れた者
ですが、その後の生化学の発展には、目を見張る物が有ります。取り
分け、ゲノム編集の分野においては、九州大学石野良純教授の研究
を基礎に開発された CRISPR/Cas9の画期的な技術の出現に依り、こ
の５年間で、加速度的発展が進んでいます。 

私は、自然科学を勉強した者の端くれとして、人類の探求心と叡
智によって齎される自然科学の発展こそが、人類を幸福にする最重
要項目の一つであり、自然科学の発展に全幅の信頼を、置いてきま
した。 

唯、今迄生きてきて、昨今の余りの急激な自然科学の発展を見て
いると、人類の果てなき探求心と叡智に恐ろしささえ感じ始めてき
ております。思えば、人類の叡智は、前世紀に究極の兵器を開発して
しまっており、世界には、約１５，０００基の核兵器が存在していると言
われています。 

ホモサピエンスは、約２０万年前にアフリカで誕生して以来、気の
遠くなる様な幾代にも渡り遺伝子を引き継いで、徐々に進化してき
て現在に至っていますが、人類の果てなき探求心は、ゲノム編集の
画期的発展と相俟って、やがて、究極の兵器と同様、究極のホモサ
ピエンス即ち進化の最終ゴールを作り出してしまうのでないかとい
う懸念を持ち始めております。 

また、昨今のＩＴの発展は、ＡＩを齎し、また文化形成のプロセスをミ
ームからトリームに変化させるという未曾有の画期的大変化を引き
起こし出していますが、このＡＩの昨今の開発が、ゲノム編集の開発
と同様、驚く程急速に進んでおり、私の懸念は、人類の果てなき探求
心は、やがて究極のＡＩを開発してしまうのでないかという事であり
ます。ホーキング博士は、完成したＡＩは人類を滅ぼすかもしれない
と言ったとの事ですが、これが現実になりはしないかという懸念で
あります。 

人類は、長らく地球最強の生命体として君臨してきていますが、
地球の歴史を見ても、永遠に人類の時代が続く事は、極めて考え難
い事です。いずれ人類が、覇権を次世代に渡して行く事は、摂理で
あるかもしれません。しかし、そうであったとしても、人類は総力を
挙げて、現在の人類の地位を、祖先の為にも子孫の為にも、出来る
限り長期に維持し続けて行く責務が有ります。人類の果てなき探求
心と叡智が、人類の次世代を自らの手で作り出してしまう愚挙は、
何としでも避けなければならないと思料する次第です。 
 
 
 

もとゆき会会員 高岡伸郎 

藤井議員と二人で頑張りたい！ 

 日本薬剤師連盟 

副会長 本田あきこ 

 

 


